もなかつ たようで ある。 

ただもう、 みなが 寄って たかって 「映画と 音楽と は 

不可分な もの だ ご と 決めて しまったの である。 原則 

的に 映画が 写り 出す と 同時に 天の 一 角から 音楽が 聞え 

はじめなければ ならぬ ことにして しまったの である。 

何) J とに よらず、 すべ て ， J ういう ふうに 信心深い 人 

たちで あるから、 いまさら 私が 「音楽 は 必要 か」 など 

という 愚問 を 提出したら、 それ はもう わらわれ るに 決 

つたよう な もの だ。 

ことに 音楽家 連中 は 待って ましたと ばかり、 「これ 

だから 日本の 監督 はだめ だ。 てんで 音楽 に 対する 理解 



力 も 素養 もない の だから、 これでい い 映画ので きる わ 

けがない」 と、 こうくる に 決った もの だ。 

ここで ちょっと 余談に わたる こと を 許しても らいた 

いが、 映画に おいて 重大な の は 何も 音楽 一 つに 限った 

わけの もので はない の だ。 音楽家な いし は その ジ レツ 

タ ン ト 諸君が 映画 を， > J らんに なる 場合、 ほかの こと は 

何も 見ないで もっぱら 音楽の あらさがし だけに 興味 を 

持 たれる こと は 自由で あるが、 その あとで、 なぜ この 

監督 は その 半生 を 音楽の 研究に 費さなかった か、 など 

とむ りな 駄目 を 出される こと ははな はだ 迷惑で ある。 

我々 がその 半生 を 音楽の 教養に 費して いたら、 いま 



練習が 積み かさならなければ あの 音 は 出ない 仕組みに 

なって いるの だから 話 は 簡単で ある。 一般の 観察に よ 

ると 映画 は 音楽が はい つてい よいよ 効果的になる もの 

とされて いるら しいが、 我々 の 経験に よると、 現在の 

日本で は 音楽が くわわって 効果 をます 場合が 四 割、 効 

果を 減殺され る 場合が 六 割 くら いに 見て おいて 大過が 

ない。 だから 音楽 を 吹き こむ 前に 試写して みて 十分 観 

賞に 堪え 得る 写真 を 作って おかないと 大変な ことにな 

る。 

ザ J こ は 音楽が はいるから、 も つと 見られる ようにな 

るだろう という 考え方 は 制作 態 S としても， x -1 ジィ - 



私の 経験に よると、 映画の ある 部分が 内容 的に シリ 

ァス になれば なるほど 音楽 を 排斥 するとい うこと が い 

えそう に 思える。 しかして それ は 音楽の 質の いかんに 

は 毫も 関係 を 持たない ことなの である。 そして この こ 

と は 映画の 芸術が ある 意味で リアリスティック であり、 

音楽が あくまでも 象徴的で あると ころから もき ている 

と 思う が これらの 問題 は あまりに 大きす ぎる から 今 は 

預 つてお いて、 ふたたび 実際的な 問題に たちかえる こ 

とに する。 

我々 が 或る 場面の 音楽の 吹 込みに 立 会って いて、 ま 

ず 最初 に その 場面の 音楽 の 練習 を 耳 にした とき (多く 



の 場合、 我々 は 吹 込みの 現場で 始めて その 曲 を 聞かさ 

れ るので ある。) 「おや、 これ はいった いど こへ 入れる 

曲なん だろう」 という 疑 を 持つ こと は 実に しばしばで 

ある。 そしてよ くきいて みると その 曲 を 今の この 場面 

に 入れる つも リだ というので 「じょう だんじ やない よ 

てんで 画面と 合っても 何もい やしない じ やない か」 と 

呆然と してし まう こと は 十の 曲目のう ち 六つ くら いま 

では ある。 

私 は あえて 多く を 望まない が、 せめて かかる 場合 を 

十のう ち 一 一 つくらい にまで 減らして もらえな いもの だ 

ろうかと 思う。 



ぎば なしでな く、 実例 を あげようと 思えば い つで も あ 

げられ る 「実話」 なので ある。 

次に 映画音楽の 特殊な 要求と して、 非常な 短時間 (と 

いっても 十 秒 以下で はむ りで あろうが) のうちに 一 つ 

の 色な リ 気分な り を 象徴し 得る 音楽 を 欲する ことがあ 

る。 むろん それ は、 ある 曲の ある 楽章の ある 小節 をち 

ぎって きた もので もい いし、 あるいは 五線紙に 一、 二 

行、 だれかが 即興 的に おたまじゃくし を 並べた ので も 

何でもい い。 ただし、 多くの場合、 それ は 短い が 短い 

なりに 一区 切りつ いた もので ありた く、 必然的に 次の 

音符 を 予想せ しめる ような の はこ まるが、 要するにた 



の 手腕で はない。 まず、 何より 鋭敏な 感覚と 巧妙なる 

ァ レ ンジ メ ン トの 才能 y J そ 最も 重宝な も のであろう。 

そしてき わめて 制限 さ れた 長さの 中へ 最も 効果的な メ 

口 ディ ー を もりこむ 機智と 融通 性がなくて はとうて い 

この 仕事 はやって 行けないだろう。 

私 は 不幸に して まだそう いう ことので きる 人に めぐ 

り あわない ので ある。 
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